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■リフォーム等の際に困った内容 
（複数回答、回答数無制限） 

34.8

32.3

25.8

23.2

21.3

9.0

5.2

5.2

2.6

17.4

0.6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

資金不足

信頼できる工事業者がいない

相談できる建築士等の専門家がいない

工事を実施する時期 タイミングの判断

住宅、設備の性能等の情報が得にくい

工事中の仮住居の確保

建築制限のため 希望する増築 建替ができない

工事に関する近隣とのトラブル

敷地が狭く十分な延べ面積の増築 建替ができない

その他

無回答 Ｎ=155

■リフォーム等の際に困ったことの有無 

困ったことが

あった 19.6

困ったことは

なかった

69.1

無回答

11.4

Ｎ=792

75.0

68.0

58.6

42.0

28.2

24.7

23.6

22.8

21.8

11.6

10.7

8.9

3.9

2.3

1.7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

台所、浴室、トイレなどの改修

屋根の葺き替え、屋根や外壁の塗り替えなど

給湯・電気設備、冷暖房設備の改善、設置

天井、壁、床等の内装の改修

階段や廊下等への手すり設置

庭、外構の改造

カーポートの設置、増設

二重サッシ・複層ガラスへの交換

増築・間取り変更、収納スペースの改善など

住宅内の段差解消

太陽熱利用の温水機器 太陽光利用の発電機器の設置

防音・遮音、壁の断熱・結露防止工事

壁、柱、基礎等の補強(耐震改修工事)

その他

無回答 Ｎ=776

■リフォーム等の内容（複数回答、回答数無制限） ■リフォーム等の実施の有無 

リフォーム 

増築 改築を

行った

61.4

建替を

行った 1.3

行って

いない

32.5

分からない

1.7

無回答 3.1

Ｎ=1,263

■地域における将来の問題（複数回答、５項目以内） 

Ｎ=1,263

66.3

65.4

61.0

43.9

40.4

34.9

34.8

34.0

4.4

0.7

1.0

2.2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

自治会活動が難しくなり、活力が失われる

高齢者の見守りなど福祉活動の必要性が増大する

空き家が増加し、生活環境が悪化する

近所付き合いや支え合いが少なくなる

商店が無くなるなど生活サービスが低下する

児童生徒数が減少し学習 クラブ活動に悪影響が生じる

避難行動など災害時の対応が難しくなる

地域に目が届かず、治安が悪くなる

その他

特に問題はない

分からない、何とも言えない

無回答

・今後の土地利用について、「必要だと思う」と答えた人の割合が高い事項は次のとおりです。 

○一般住宅地における現状の専用住宅主体による良好な住環境の維持 （必要だ 66.2％） 

○幹線道路沿いへのコンビニ、飲食店、理美容店等の立地      （必要だ 49.1％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 地域における問題と課題 

・人口減少や高齢化がさらに進んだ

場合に生じる問題として、５項目

以内で選択された項目別の回答者

割合は、右図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

・上記の問題に対して住民と行政が

協働で取り組む必要がある事項と

して、５項目以内で選択された項

目別の回答者の割合は、右図のと

おりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 自由意見 

・自由意見の記入者数は 451人（回答者の35.7％）で、多くの意見が出されました。 

【多い意見】・バスの利便性確保、免許返納後の移動手段など生活交通対策に関する意見 

・若者・子育て世帯など若い世代の転入の促進とまちの活性化に関する意見 

・高齢者の生活支援、福祉施設の整備など高齢者対策に関する意見 

・空き家増加への対応、サル出没対策など生活環境対策に関する意見 

・防災、防犯、交通安全など安全確保対策に関する意見 

・自治会活動の困難化など自治会に関する意見 など 

宮園地区まちづくりアンケート調査結果の概要   令和５年２月 廿日市市都市計画課 

・調査期間：令和４年10月28日～同年11月15日 

・回収率等：配布数 2,167件、回収数 1,263件、回収率58.3％ 
 
１ 回答者の属性 

・回答者の世帯主の年齢別割合と家族構成別割合は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ リフォーム、増築・改築の実施状況と困ったこと 

・リフォーム、増築・改築（以下「リフォーム等」といいます。）を行ったことのある人の割合は

約６割です。 

・リフォーム等の内容は、「台所、浴室、トイレなどの改修」、「屋根の葺き替え、屋根や外壁の

塗り替えなど」、「給湯・電気設備、冷暖房設備の改善、設置」などが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リフォーム等を行った人のうち、困ったことがあった人の割合は約２割です。 

・困った内容は、「資金不足」、「信頼できる工事業者がいない」などが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

■回答者の家族構成 

一般単身 0.6
一般夫婦 2.9

高齢単身 10.3

高齢夫婦

41.8

親(世帯主)

と子 33.9

子(世帯主)

と親 4.6

三・四世代 3.2

その他 2.2
無回答 0.5

Ｎ=1,263

■世帯主の年齢 

29歳以下 0.2
30歳代 3.6

40歳代 7.3

50歳代 8.2

60歳代

32.1

70歳以上

48.5

無回答 0.1

Ｎ=1,263

※Ｎは回答者数、図中数値は割合（％）（以下同様） 

■今後の土地利用の必要性に関する意識 

49.1

25.9

66.2

19.6

9.0

16.5

29.8

5.1

40.9

48.9

25.0

31.6

16.9

28.5

29.4

4.1

6.5

6.5

5.9

7.1

5.2

6.3

5.2

5.0

5.6

幹線道路沿いへのコンビニ、飲食店、理美容

店等の立地

幹線道路沿いへの事務所、シェアオフィス、

製造販売のパン屋等の立地

一般住宅地における現状の専用住宅主体によ

る良好な住環境の維持

一般の住宅地へのコンビニ、飲食店、理美容

店等の立地

一般住宅地への事務所、シェアオフィス、製

造販売のパン屋等の立地

必要だと思う 必要ないと思う どちらともいえない 分からない 無回答

幹線道路沿いへのコンビニ、飲食店、理
美容店等の立地

幹線道路沿いへの事務所、シェアオフィ
ス、製造販売のパン屋等の立地

一般住宅地における現状の専用住宅主体
による良好な住環境の維持

一般住宅地へのコンビニ、飲食店、理美
容店等の立地

一般住宅地への事務所、シェアオフィス、
製造販売のパン屋等の立地

Ｎ=1,263

50.0％

■住民と行政が協働で取り組む必要がある事項 

（複数回答、５項目以内） 

58.8

58.4

54.0

39.1

33.1

31.2

29.0

27.8

18.3

1.7

1.3

2.9

5.1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

高齢者の在宅生活の支援など福祉活動

公共交通の確保等による生活の利便性向上

若年・子育て世帯の転入や定住促進

空き家の有効活用

子育てしやすいまちづくり

自治会活動の維持・活性化

商店の立地誘導等による生活サービス向上

交通安全の確保や防犯対策

防災、減災対策

その他

特に取り組む必要はない

分からない、何とも言えない

無回答
Ｎ=1,263
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■リフォーム等の計画内容（複数回答、回答数無制限） 

49.3

42.3

27.4

12.9

11.9

11.9

10.9

10.0

6.0

6.0

4.5

3.0

1.5

1.5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

台所、浴室、トイレなどの改修

屋根の葺き替え、屋根や外壁の塗り替えなど

天井、壁、床等の内装の改修

二重サッシ・複層ガラスへの交換

増築・間取り変更、収納スペースの改善など

庭、外構の改造

階段や廊下等への手すり設置

給湯・電気設備、冷暖房設備の改善、設置

住宅内の段差解消

防音・遮音、壁の断熱・結露防止工事

カーポートの設置、増設

壁、柱、基礎等の補強(耐震改修工事)

太陽熱利用の温水機器 太陽光利用の発電機器の設置

その他

無回答 Ｎ=201

■リフォーム等の計画の有無 

リフォーム 増築 改築

を計画している 15.9

建替を計画

している

0.4
計画していない

75.6

その他 1.3

無回答 6.7

Ｎ=1,263

近いうちに住み

替える予定 0.8

いずれは住み替

えるつもり 5.0

住み替えたい

が現実的には

難しい 7.9

住み続けたい

70.2

わからない

13.5

無回答 2.6

Ｎ=1,263

■定住意向 

66.7

39.7

28.2

16.7

14.1

11.5

2.6

6.4

1.3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

資金不足

工事を実施する時期 タイミングの判断

信頼できる工事業者がいない

相談できる建築士等の専門家がいない

住宅、設備の性能等の情報が得にくい

工事中の仮住居の確保

建築制限のため 希望する増築 建替ができない

敷地が狭く十分な延べ面積の増築 建替ができない

工事に関する近隣とのトラブル

その他

無回答 Ｎ=78

■リフォーム等の際に困ることの内容 
（複数回答、回答数無制限） 

■リフォーム等の際に困ることの有無 

困っている

ことがある

37.9

今のところ困って

いることはない

53.4

無回答

8.7

Ｎ=206

■同居又は近居したい主な理由 
（複数回答、回答数無制限） 

77.6

35.3

30.8

28.2

16.0

10.3

10.3

10.3

3.2

1.3

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

何かあった時に家族で助け合えるから

家事 育児などで協力しあえるから

家族で楽しく暮らせ 絆が強まるから

親の老後への備え 介護がしやすいから

防犯上、安全だから

共働きがしやすいから

住居費等の生活費が経済的になるから

親又は子が宮園の近くに住んでいるから

その他

無回答 Ｎ=156

■別居している家族との同居・近居意向 

（「親がいる」、「子ども(既婚又は未婚)がいる」の回答者） 

同居したい 5.1

近くに

住みたい

10.3

同居も近くに

住むことも

考えていない

33.3

何とも

言えない

38.7

既に同居又は

近くに住んで

いる 4.0

その他 1.7

無回答 6.9

Ｎ=1,014

(％)

３ リフォーム、増築・改築の計画の状況 

・今後概ね５年以内にリフォーム等を行う計画のある人の割合は15.9％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リフォーム等の計画のある人のうち、実施の際に困ることがある人の割合は約４割です。 

・困ることの内容は、「資金不足」、「工事を実施する時期、タイミングの判断」などが多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 定住意向 

・現在の居住地に「住み続けたい」と答えた人は約７割です。 

・一方、住み替えを考えている人は、「近いうちに～」、「いずれは～」及び「住み替えたい

が～」を合わせて13.7％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 同居・近居意向 

・別居している家族の有無については、「いる」と答えた人が大半です。 

・別居している家族との同居又は近居についての話し合いについては、「話し合ったことがあ

る」又は「いつか話し合ってみたい」と答えた人が合わせて43.3％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・近い将来の同居・近居意向のある人の割合は合わせて15.4％です。 

・同居又は近居したい理由は、「何かあった時に家族で助け合えるから」をあげた人の割合が

特に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 日常生活の利便性に対する評価と土地利用に関する意識 

・日常生活の利便性について、「満足」と「まあ満足」を合わせた割合は、「日常の買い物」

（74％）、「通院」（57.8％）、「通勤・通学」（53.2％）、「飲食店・理美容など」

（53％）などで５割を上回っています。 

・一方、「福祉施設などの利用」（47.4％）と「公共交通の利用」（45.1％）は、５割を下

回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

■住み替えを考える理由（複数回答、３項目以内） 

46.8

35.8

31.2

19.1

17.3

8.7

5.8

4.0

1.7

1.2

1.2

10.4

11.6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

高齢期の安全 安心や住みやすさ向上のため

公共交通の利用が不便だから

日常の買い物等に不便だから

通院・福祉施設の利用等に不便だから

現住宅が自分たちの暮らし方に合わないため

親や子と同居又は近居するため

別の住宅を新築又は購入するため

災害時の被害、避難等が不安だから

治安、防犯面が不安だから

転勤・転職など職業上の理由

子どもの保育・教育のため

就職、結婚等で独立するため

現住宅が出産 子どもの成長等で狭くなったため

その他

無回答
Ｎ=173

■別居している家族との話し合いの状況 

話し合ったこと

がある 18.5

話し合ったこと

はないが、いつ

か話し合ってみ

たい 24.8

話し合ったことは

ないし、話し合う

ことは考えていな

い 39.0

既に同居又は近く

に住んでいる 3.3

その他 2.2
無回答

12.3

Ｎ=1,014

■別居している家族の有無 
（複数回答、回答数無制限） 

19.0

55.2

27.4

3.3

14.3

3.0

1

2

3

4

5

6

親がいる

子ども（既婚）がいる

子ども（未婚）がいる

その他の家族がいる

別居している家族はいない

無回答

Ｎ=1,263

■日常生活の利便性に対する評価 

9.3

24.4

10.6

10.2

5.5

7.1

43.9

49.6

42.4

47.6

41.9

38.0

26.2

18.4

33.0

30.2

34.6

37.9

5.8

4.0
8.0

7.2

7.3

12.2

14.7

3.6

5.9

4.8

10.8

4.8

① 通勤・通学の便利さ

② 日常の買い物の便利さ

③ 飲食店、理美容などの…

④ 通院の便利さ

⑤ 福祉施設などの利用の…

⑥ 公共交通の利用の便利さ

満足 まあ満足 多少不満 非常に不満 無回答

通勤・通学の便利さ

日常の買い物の便利さ

飲食店、理美容などの便利さ

通院の便利さ

福祉施設などの利用の便利さ

公共交通の利用の便利さ

Ｎ=1,263

50.0％




